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本文の見本

（表紙）プラント概算見積 

       の 

基礎と実際 

大原 宏光 著

～ グローバル化の時代，事業採算性評価と判断にはスピードが求められる。 

そのベースとなる設備コストの見積を如何に迅速に正確に行うが問われる。 

先人の知恵と工夫を学び，効率的な概算見積ツールを構築しよう ～ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１．１ プラント概算見積の位置付け

 プラント概算見積の位置付けを図表１．１．１．１に示す。ユーザーは，「プロジェクト

の発掘，プロジェクトの概念設計，経済性評価からコントラクター決定」へと至る一連

の過程で，・・・

図表 1.１.1.1 プラント概算見積の位置付け

ユーザー
コントラクタ－

（エンジニアリング会社など）

プロジェクト発掘（各種調査）

プロジェクトの概念設計

投資コスト・FS・経済性評価 超概算見積ｏｒ概算見積

プロジェクトの概略仕様構築

資金計画(予算確定) 予算用概算見積

チェック用

プロジェクトの仕様決定

発注方針 入札用詳細見積

チェック用

見積審査

コントラクター決定

契約

FS:Feasibility Studyの略 　（設計・調達・建設)

　（メーカー・業者見積の一次簡易査定)

　（変更・追加額予測用概算見積)

超概算ｏｒ概算見積

太枠位置で示す

超概算見積

超概算見積ｏｒ概算見積

概算見積
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１．５ プラント概算見積の基本的な見積手法の種類

 プラント建設費の概算見積手法については，１９５０年頃から様々な手法が提唱さ

れてきている。どの手法もいかに少ない手間で，また見積正確度を向上させるかの工

夫がなされてきた。ここでは代表的と思われるもの１８種類の見積手法を６タイプに分

類して図表１．５．１．１に・・・・・

図表 1.5.1.1 プラント概算見積の基本的な見積手法の種類

２．１ プラントの設備構成１）

 見積対象となる石油精製・石油化学プラントの設備構成を図表２．１．１．１に

Grass-roots plant* の場合で示す。

図表 2.1.1.1 プラントの設備構成（石油精製・石油化学の例）

　Ａプロセスプラント 　Ｂプロセスプラント 　Ｃプロセスプラント

（バッテリ－・リミット） （バッテリ－・リミット） （バッテリ－・リミット）

　インフラ設備 　ユ－ティリティ設備 　安全・環境設備
ボイラ設備 廃ガス処理設備

造成・整地 冷水塔設備 廃液処理設備（工業排水）

地盤改良 造水装置 排水処理設備（雨水）

ジェティ 圧空設備 固体廃棄物処理設備

アクセスロ－ド（工場外） ＩＡ設備 防消火設備
鉄道引込み線（工場内外） Ｎ2設備

燃料貯蔵設備

海水取水設備 　サ－ビス･アドミ設備
受電設備 管理棟
自家発電設備 ラボラトリ－

　貯蔵・運搬設備 分析室
タンクヤ－ド カフェテリア
受入・出荷設備 ゲ－トハウス
製品倉庫 道路、駐車場
ケミカル・触媒倉庫 メンテナンスショップ
パイプライン

オ
ン
サ
イ
ト

オ
フ
サ
イ
ト

第３章 プラント概算見積の基本的な見積手法

 プラント概算見積手法の基本的なものの多くは，１９５０年前後から１９６０年代にか

けて米国のエンジニアによって開発されている。・・・・・・

　　A1：資本回転率法

A2：年間能力単位当たり法

　B2：Hillの機器単位数法 　　A3：コストカ－ブ法

　　A4：装置能力指数乗則法

　D1：Hａｎｄ法 　　C1：Lａｎｇ法

　D2：Cｌｅｒｋ法 　　C2：Cｈｉｌｔｏｎ法

　D3：Gｕｔｈｒｉｅ法 　　C3：Hｉｒｓｃｈ&Gｌａｉｚｅｒ法

　　C4：Mｉｌｌｅｒ法

　　C5：Gｕｔｈｒｉｅ速算法
　　Ｆ１：装置質量トン当たり法　　　　

＊1　PFD:　Process Flow Diagram

超々・超概
算グレード

概算
グレード

Ｂ．単位当たり単価法 Ａ．一括推算法

B1：Zebnik&Buchananの
操作単位数法

プラント建設費

　Ｅ３：総合的な見積システム法　＊2
＊2　Aspen Technology社製見積ソフトウエアー
「Aspen Capital Cost Estimator」などによる見積

Ｄ．モジュ－ル係数法
（機種別係数法）

Ｃ．全機器係数法
　Ｅ１：PFDからの物量入力法　＊1

　Ｅ２：機器仕様入力&物量標準化法

E．　コンピューター
見積法

Ｆ．その他特殊法
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図表 3.１.4.1 コストと能力の基本傾向線    図表 3.１.4.2 装置能力指数乗則法の計算式 

図表 3.3.1.1 （Lang 法）プラント建設費の算出式

  Delivered Equipment Cost（機器コスト（現場渡し））

　3.10  for solid process plants(固体処理プラント）

　3.63  for solid-fluid process plants（固体-流体処理プラント）

　4.74  for fluid process plants（流体処理プラント）

= Total Estimated Plant Cost（プラントコスト)

Ｌａｎｇ’ｓ　Ｆａｃｔｏｒ（ラング係数）

×

図表 3.4.1.2 Ｈａｎｄ法のプラントコスト算出要領 

機器毎または機種毎
の機器コスト

  塔モジュールコスト　： 塔コスト × モジュール係数
  槽モジュールコスト  ： 槽コスト × モジュール係数
  熱交換器モジュールコスト　： 熱交換器コスト × モジュール係数
　　－－－　　： 　－－－コスト × モジュール係数
　　－－－　　： 　－－－コスト × モジュール係数

  プラントコスト（合計，危険費除く）　： ＄○○○○

５．２．４ 日本の化学プラントコストインデックス

図表 5.2.2.1 国内化学プラントコストインデックス

・・・・・・。公表された国

内化学プラントコストイン

デックス１９８５年以降の

推移を図表５．２．２．１

に示す。 

図表 5.2.2.1 国内化学

プラントコストインデック

ス・・・

線の傾きn（代表値0.6）
Cost2

Cost1

COST

Cap1 Cap2
目盛は両対数 CAPACITY

ここに Ｃｏｓｔ１：既知のプラント建設費

Ｃｏｓｔ２：新規計画のプラント建設費

Ｃａｐ１ ：既知のプラント生産能力（容量）

Ｃａｐ２ ：新規計画のプラント生産能力（容量）

ｎ　  ： 能力指数
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バブル期
（労務費高騰）

97年アジア通貨危機

中国などブーム
（資機材高騰）

08年9月リーマンショック

85年プラザ合意

2000年：100

年

データの出所：日本機械輸出組合，2014年PCI/LF，2004年までは日本産業機械工業会発行による。

11年3月東日本大震災・
原発事故

13年9月東京
五輪決定

12年震災地復興需要，
13年アベノミクス

91年まで5年間
年平均9%up

94年まで3年間
年平均9%down

07年まで5年間
年平均10.5%up

2000年ITバブル，4月日経
平均2万円台に
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第６章 機器の概算見積
 本章では，機器の概算見積のためのコストデータの作成とその使い方について解

説する。プラント概算見積をする場合には，機器のコストデータが充実していると少な

い手間で短期間内での見積が可能となる。 

図表 6.7.5.3 熱交換器（固定管板式）の質量・価格グラフ（Vs 伝熱面積ｍ２） 

図表 8.3.8.1 配管工事コストの複合単価の割り出し 
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条件
固定管板式，設計圧力0.98MPaG
（10Kg/cm2G)　程度，炭素鋼製，本
体のみを対象，国内現地車上渡し，
2011年時点

万円/Ｔｏｎ

万円/ｍ２

ｋｇ/ｍ２

価格百万円

質量Ton

MD：工数，人日

〇〇地区，Ａ社某工場向け，Ｋプラント ○年△月×日

数　量 単位 単　　価 金　　　額

数量明細 千円

工事量 ﾊﾟｲﾌﾟTon 延ｍ

9.2 1,182

BM DB

2,450 2,940

a 直接労務費

配管製作取付 製作（現地ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ） 172 工数

取付組立 115 工数

計 287 工数 20,000 5,740

テスト 29 工数 20,000 580

サポート製作・取付 1.5 Ton 20 工数 20,000 400

鋼製床の開口 6 工数 20,000 120

計 342 工数 6,840

b 建設機器使用料 1 式 680

c 工具損料 1 式 210

d 副資材費 1 式 410

e 安全対策費 1 式 210

f 仮設費 1 式  - 別項計上

g 業者監督費 1 人月 900,000 900

h 現場経費 1 式 340

i 宿泊・日当  - 日  - 通勤可能

j 業者諸経費 1 式 960

工事費　合計 10,550

工事費平均\/BM 4,306

工事費平均\/DB 3,588

工事費平均千\/Ton 1,147
条件 １．配管材料は現地倉庫で支給されるものとします。

２．非破壊検査，保温冷工事，塗装工事，仮設工事は別途とします。

３．埋設配管の掘削埋め戻し作業は別途とします。

項　　　　目

実績工事費データ

All in工数単価=
10550千円
÷342MD
= 31千円/MD


